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玄
洋
社
記
念
館
が
毎
年
五

月
に
斎
行
す
る
「
廣
田
弘
毅

先
生
顕
彰
祭
」
恒
例
の
「
筑

前
琵
琶
」
に
よ
る
「
廣
田
弘

毅
」
の
献
奏
は
、
昨
年
十
一

月
十
八
日
に
急
逝
さ
れ
た

「
筑
前
琵
琶
保
存
会
」
前
会

主
、
青
山
旭
子
師
に
代
わ
っ

て
、今
年
か
ら
寺
田
蝶
美（
ち

ょ
う
び
）・
新
会
主
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
。

　

昨
年
十
二
月
に
就
任
さ
れ

た
寺
田
会
主
は
「
会
主
と
し

て
、
私
が
引
き
受
け
ま
す
」

と
記
念
館
の
要
請
を
快
諾
さ

れ
た
。

　

寺
田
会
主
は
青
山
学
院
大

学
文
学
部
卒
。
四
歳
か
ら
祖

母
、
内
田
旭
潮
さ
ん
の
影
響

で
筑
前
琵
琶
を
始
め
、
同
保

存
会
初
代
会
主
の
嶺
旭
蝶

師
、
二
代
目
会
主
の
青
山
師

に
師
事
し
た
。

　

琵
琶
の
普
及
活
動
の
一
方

で
、
西
洋
楽
器
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
多
彩
な
演

奏
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
福
岡
の
歴
史
的
な

話
を
琵
琶
曲
に
し
て
い
る
。

元
福
岡
市
長
、
故
進
藤
一
馬

先
生
に
ま
つ
わ
る「
桧
原
桜
」

の
逸
話
を
作
詞
、
作
曲
し
た

こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

　

福
岡
市
在
住
。四
十
九
歳
。

　
（
３
面
に
「
廣
田
弘
毅
先
生

顕
彰
祭
」
の
日
程
を
掲
載
）

が
行
わ
れ
た
。
会
長
は
当
時

の
久
世
庸
夫
市
長
。
名
誉
会

長
が
頭
山
満
翁
。
久
世
市
長

も
玄
洋
社
の
社
員
で
あ
る
。

　
「
義
士
祭
」
は
終
戦
後
の

一
時
期
、
中
断
し
た
が
、
昭

和
二
十
八
年
か
ら
再
開
さ
れ

た
。

同
会
会
員
は
、手
際
よ
く「
義

士
祭
」
を
実
施
す
る
。

　

来
場
者
は
千
人
を
超
え
、

市
議
会
議
長
も
区
長
も
参
加

す
る
「
義
士
祭
」
は
昭
和
十

年
に
始
ま
っ
た
。

　

同
市
で
金
融
業
を
営
ん
で

い
た
木
原
善
太
郎
さ
ん
が

「
社
会
貢
献
に
」、
と
義
士

の
墓
を
建
て
て
顕
彰
す
る
こ

と
に
し
た
。

　

同
年
、
墓
が
完
成
し
「
義

士
会
」が
発
足
。「
義
士
祭
」

同
寺
に
近
い「
大
池
公
民
館
」

を
拠
点
に
、「
野
間
大
池
」

の
水
利
権
関
係
地
域
の
自
治

会
会
長
ら
で
構
成
す
る
。
鳥

越
会
長
、
庶
務
担
当
の
志
賀

義
法
・
公
民
館
長
を
軸
に
、

　

福
岡
市
南
区
寺
塚
二
丁
目

の
曹
洞
宗
「
興
宗
寺
」
で
昨

年
十
二
月
十
四
日
、
赤
穂
四

十
七
士
の
義
挙
を
た
た
え
る

「
義
士
祭
」が
催
行
さ
れ
た
。

　

興
宗
寺
の
境
内
に
は
、
東

京
高
輪
・
泉
岳
寺
の
四
十
七

士
の
墓
を
そ
っ
く
り
模
し
た

墓
所
が
あ
る
。そ
こ
で
毎
年
、

義
士
討
ち
入
り
の
、
こ
の
日

に
開
か
れ
る「
義
士
祭
」は
、

福
岡
の
師
走
の
風
物
詩
に
な

っ
て
い
る
。

　

献
茶
や
法
要
、
黒
田
藩
砲

術
の
演
武
な
ど
が
あ
り
、
義

士
そ
ば
の
無
料
接
待
は
、
来

場
者
の
人
気
を
集
め
る
。

　

運
営
す
る
の
は
「
福
岡
義

士
会
」（
鳥
越
竑
会
長
）。 
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（
前
号
か
ら
）

　

七
、
わ
が
国
と
欧
米
諸
国

と
は
今
も
不
平
等
条
約
で
日

本
は
独
立
国
と
し
て
の
体
裁

も
で
き
て
い
な
い
。
英
佛
の

ご
と
き
は
、
今
も
陸
上
に
兵

営
を
設
け
て
駐
兵
を
つ
ゞ
け

て
い
る
（
駐
、横
浜
な
ど
）。

ま
っ
た
く
植
民
地
の
よ
う
な

情
況
に
あ
る
。
今
の
日
本
の

外
交
で
は
條
約
改
正
が
方
今

の
急
務
で
、
韓
国
問
題
な
ど

で
戦
役
を
お
こ
す
べ
き
で
な

い
。

　

以
上
七
条
を
列
記
し
て
、

結
論
と
し
て
、

　

征
韓
な
ど
と
云
っ
て
も
、

今
の
全
韓
国
の
物
品
を
取
っ

て
も
、
戦
費
も
償
い
得
な
い

だ
ろ
う
。
露
国
や
清
国
は
、

謀
略
を
も
っ
て
、
日
本
に
対

す
る
国
際
干
渉
の
禍
い
を
誘

だ
と
の
思
想
が
、
明
瞭
に
し

め
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
て
、

そ
の
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ

ク
ス
の
前
提
も
、目
標
も「
国

家
の
利
」で
あ
る
。か
れ
は
、

そ
の
意
見
書
の
前
提
で
、
詳

細
具
体
的
に
政
府
経
済
の
現

実
を
力
説
し
て
、
最
後
に
、

全
韓
国
を
征
し
て
も
、
戦
費

を
償
う
ほ
ど
の
国
家
利
益
も

な
い
と
一
蹴
し
て
い
る
。
大

久
保
は
、
ま
さ
に
国
利
を
相

競
っ
て
い
る
先
進
列
強
の
近

代
国
家
主
義
の
政
治
哲
学

を
、
わ
が
も
の
と
し
て
、
ビ

ス
マ
ル
ク
流
の
見
識
を
固
め

た
と
云
っ
て
い
い
。

　

こ
こ
に
大
久
保
の
新
し
い

政
治
哲
学
が
あ
る
。
そ
れ
は

文
治
主
義
と
か
武
断
主
義
と

か
称
せ
ら
る
べ
き
型
の
も
の

で
は
な
い
。
そ
れ
は
「
国
家

の
利
」
を
確
実
に
見
定
め
て

進
む
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ

ク
ス
だ
。

　

だ
か
ら
、
征
韓
に
反
対
し

た
そ
の
直
後
に
で
も
「
現
時

点
で
は
国
際
干
渉
な
し
」
と

の
前
提
に
確
信
を
持
て
ば
、

台
湾
征
討
の
武
断
政
策
も
や

る
。「
今
は
、
米
英
の
條
件

わ
れ
に
有
利
」
と
判
断
す
れ

ば
、
明
治
八
年
に
は
韓
国
江

華
島
で
、
日
本
海
軍
が
猛
烈

致
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
、
と

し
た
。

　

大
久
保
は
、
韓
国
が
無
礼

と
か
、
非
道
を
正
す
の
に
、

礼
節
か
、
威
圧
か
な
ど
と
の

他
者
の
論
議
と
は
、
全
く
異

な
る
立
場
か
ら
政
治
を
見
て

い
る
。

　

大
久
保
は
、
経
済
の
基
礎

の
な
い
政
治
を
無
力
と
す
る

思
想
に
徹
し
て
い
る
。
そ
し

て
外
交
で
は
、
韓
国
を
見
る

の
で
な
く
国
際
情
勢
全
般
を

見
て
、
決
す
べ
き
も
の
で
、

少
な
く
と
も
現
時
点
で
は
英

露
（
と
く
に
英
国
）
が
干
渉

す
る
チ
ャ
ン
ス
と
す
る
か
も

知
れ
な
い
と
お
そ
れ
て
い

る
。
経
済
と
軍
事
と
の
「
力

関
係
」
を
見
て
の
敏
感
な
パ

ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス

が
、
近
代
国
家
の
政
治
原
理

な
艦
砲
射
撃
を
浴
び
せ
か
け

て
砲
台
を
沈
黙
さ
せ
た
。
ま

ず
、
武
力
の
局
地
戦
で
戦
力

を
し
め
し
、
そ
の
後
で
日
本

の
要
求
ど
お
り
の
日
本
優
位

の
條
約
を
締
結
さ
せ
た
。
こ

の
時
の
大
久
保
政
権
の
進
退

は
、
二
年
前
の
征
韓
激
派
の

板
垣
が
、
一
大
隊
の
兵
を
背

景
に
し
て
威
圧
外
交
を
す
る

と
い
う
の
よ
り
も
、
よ
ほ
ど

乱
暴
武
断
で
あ
る
。
ま
ず
発

砲
し
て
勝
っ
て
後
に
外
交
に

移
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
板

垣
よ
り
も
遙
か
に
武
断
外
交

で
は
徹
底
し
て
い
る
。
大
久

保
は
決
し
て
こ
れ
を
矛
盾
と

は
思
わ
な
い
。
こ
の
時
は
列

強
が
日
本
に
同
調
す
る
と
の

確
信
が
あ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ

日
本
政
府
が
「
国
利
」
を
も

と
め
る
国
家
主
義
路
線
を
走

り
始
め
た
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。

　

こ
の
大
き
な
転
機
は
明
治

六
年
晩
秋
に
始
ま
る
。

　

西
郷
は
、
す
で
に
渡
韓
使

節
と
し
て
内
決
し
、
天
皇
の

御
内
示
ま
で
得
て
い
た
の

で
、
そ
の
経
緯
の
文
を
書
い

て
諸
参
議
に
示
し
て
、
そ
の

実
行
を
迫
っ
た
が
新
帰
朝
し

　

黒
田
長
溥
は
薩
摩
の
島
津
久
光
の
如
く
蛮
勇
を
ふ
る
う

に
は
、
あ
ま
り
に
開
明
的
で
あ
り
過
ぎ
た
し
、
長
州
の
毛

利
敬
親
の
如
く
家
臣
の
擅
断
（
せ
ん
だ
ん
）
を
許
容
す
る

に
は
あ
ま
り
に
自
主
性
が
あ
り
過
ぎ
た
。〝
知
恵
の
悲
し

み
〟
で
あ
る
。
長
溥
の
不
遇
ひ
い
て
は
筑
前
藩
士
の
悲
運

の
原
因
は
、
多
く
は
こ
こ
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
年
）
二
月
、
将
軍
家
茂
は
江
戸

を
出
発
、
上
洛
す
る
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
幕
府
が
江
戸
で

組
織
し
た
護
衛
の
た
め
の
浪
士
団
が
京
に
上
る
。
の
ち
の

「
新
選
組
」
の
母
体
に
な
っ
た
浪
士
団
で
あ
る
。

　

彼
ら
は
京
都
守
護
職
の
配
下
と
し
て
京
都
の
治
安
を
守

る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
尊
攘
志
士
の
掃
討
が
主
た
る
任

務
で
あ
っ
た
。

　

武
州
多
摩
郡
の
農
民
の
出
で
あ
っ
た
近
藤
勇
（
こ
ん
ど

う
・
い
さ
み
）
は
、
は
じ
め
は
平
隊
士
で
あ
っ
た
が
腕
も

立
ち
人
望
も
あ
っ
た
の
で
激
し
い
内
部
抗
争
の
末
、
隊
長

と
し
て
新
選
組
を
統
率
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

文
久
三
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
京
都
は
長
州
藩
と
朝

廷
内
の
三
条
実
美
等
、
尊
攘
過
激
派
の
公
卿
の
勢
力
が
手

を
握
り
市
中
で
は
長
州
系
の
尊
攘
浪
士
が
頻
り
に
暗
躍
し

て
い
た
。

　

こ
の
政
治
的
状
況
を
一
挙
に
覆
し
た
の
が
文
久
三
年
八

月
十
八
日
の
政
変
で
あ
っ
た
。

 

（
こ
の
項
続
く
）

（
昭
和
六
十
一
年
四
月
発
行
「
玄
洋
」
特
別
号
外
版
よ
り
再
録
）

誤
認
の
歴
史
を
改
め
さ
す
為
に

葦 

津 

珍 

彦
⑦

三
面
へ
続
く

〈６〉

〈20〉

試
練
の
時
代

柳　

猛
直

頭
山
満
と
玄
洋
社

題字は進藤一馬福岡市長
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た
岩
倉
が
頑
と
し
て
反
対
し

て
聞
か
な
い
。
岩
倉
か
ら
強

く
依
頼
さ
れ
て
決
心
の
つ
い

た
大
久
保
が
、
主
と
し
て
反

対
弁
論
の
任
に
あ
た
っ
て
、

会
議
で
は
堂
々
と
西
郷
対
大

久
保
の
論
戦
が
主
た
る
も
の

と
な
っ
た
。
鋭
い
討
論
の
激

し
さ
に
心
痛
し
て
議
長
の
三

條
公
は
卒
倒
失
神
す
る
始
末

で
あ
る
。

　

し
か
し
史
上
銘
記
さ
れ
る

べ
き
大
論
戦
に
は
、
も
と
よ

り
速
記
録
は
な
い
。
お
そ
ら

く
論
戦
の
言
語
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
会
議
の
経
過
に

つ
い
て
の
論
も
多
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
論
事
の
精
神

的
問
題
点
は
、
西
郷
も
大
久

保
も
、全
勢
力
を
投
入
し
て
、

自
筆
で
書
き
残
し
て
い
る
の

で
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
の
時
代
の
会
議
に
は
多

数
決
の
会
議
規
則
も
な
い
。

討
議
一
致
し
な
け
れ
ば
裁
断

を
あ
お
ぐ
の
み
で
あ
る
。
岩

倉
具
視
が
、
天
皇
に
報
告
し

て
、
岩
倉
大
久
保
案
が
採
択

さ
れ
て
、
西
郷
特
使
の
案
は

否
決
さ
れ
た
。
明
治
六
年
の

政
治
的
最
大
の
課
題
で
あ
っ

た
ゞ
け
に
、
西
郷
案
を
支
持

し
て
き
た
副
島
、
板
垣
、
江

藤
を
は
じ
め
諸
参
議
は
、
す

べ
て
責
任
を
と
っ
て
辞
任
し

た
。

　

西
郷
も
大
久
保
も
、
こ
の

討
議
を
通
じ
て
、
た
ゞ
当
面

の
韓
国
対
策
の
み
で
な
く
、

日
本
の
外
交
は
、
い
か
に
あ

る
べ
き
か
、
国
政
の
第
一
義

は
何
で
あ
る
か
と
の
根
本
思

想
に
つ
い
て
、
深
い
対
決
の

解
消
し
が
た
い
こ
と
を
痛
感

し
た
。

 

　
（
次
号
に
続
く
）

　

賛
助
会
員
の
皆
様
に

は
、
日
頃
か
ら
玄
洋
社
記

念
館
の
活
動
に
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
玄
洋
社
記
念
館

は
、
四
月
一
日
か
ら
令
和

二
年
度
分
の
賛
助
会
費
の

受
け
付
け
を
始
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

出
費
多
端
の
折
で
は
あ

り
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ
し

く
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
【
賛
助
会
費
の
額
】

　

▽
個
人
会
員
＝
一
口
一

万
円

　

▽
法
人
・
団
体
会
員
＝

一
口
三
万
円

　

納
入
は
郵
便
振
込
ま
た

は
銀
行
振
込
で
お
願
い
致

し
ま
す
。
振
込
先
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
【
郵
便
振
込
】
口
座
番

号
０
１
７
７
０
～
１
～
２

０
７
３
８

　
【
銀
行
振
込
】
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
赤
坂
門
支
店

　

普
通
預
金　

口
座
番
号

０
７
４
０
０
４
７

　

宛
名
は
い
ず
れ
も
「
玄

洋
社
記
念
館
」
で
す
。

　

福
岡
市
が
生
ん
だ
唯
一

人
の
総
理
大
臣
、
廣
田
弘

毅
先
生
を
顕
彰
す
る
「
廣

田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭
」
を

５
月
16
日
（
土
曜
日
）
午

前
11
時
か
ら
斎
行
し
ま

す
。玄
洋
社
記
念
館
主
催
。

　

場
所
は
福
岡
市
中
央
区

城
内
５
（
福
岡
市
美
術
館

入
り
口
）
の
廣
田
先
生
の

銅
像
前
で
す
。（
雨
天
の

際
は
銅
像
向
か
い
側
、
福

岡
県
護
国
神
社
の
参
集
殿

で
執
り
行
い
ま
す
）

　

参
加
費
は
千
円
。
お
問

い
合
わ
せ
は
玄
洋
社
記
念

館
（
電
話
０
９
２
・
７
６

２
・
２
５
１
１
）
へ
。

賛
助
会
員
芳
名
録

　
（
令
和
２
年
１
月
６
日
受

け
付
け
分
ま
で
・
敬
称
略
）

　

▼
法
人
・
団
体
の
部

　
【
三
万
円
】

播
州
基
礎
興
業
㈱（
姫
路
市
）

　

▼
個
人
の
部

　
【
一
万
円
】

樋
口　

義
則

　
　
　
　
（
福
岡
県
粕
屋
町
）

皆
川　

明
彦（
さ
い
た
ま
市
）

間
地　

陸
人

　
　
　
　
（
福
岡
県
宮
若
市
）

　
　
　
　

＊

花
　
田
　
　
　
　
勲

児
　
玉
　
　
和
　
久

代
表
取
締
役

入

　江

　秀

　雄

福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
２
丁
目
１
│
82

　
　
　
　
　
電
気
ビ
ル
本
館
地
下
１
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
９
２
）
７
１
１
│
８
２
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
２
）
７
１
１
│
８
２
８
３

　
810-
0004

株
式
会
社

　オ
ー
・
エ
ー
企
画

会
　
長

代
表
取
締
役
社
長

会
費
納
入
の
お
願
い

令
和
２
年
度

一
般
社
団
法
人

 

玄
洋
社
記
念
館

「
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭
」

今
年
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16
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に
斎
行

二
面
か
ら
続
く
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ー
書
と
人
物
ー

　

今
回
は
頭
山
満
の
書
を
口

絵
に
掲
載
し
た
単
行
本
を
い

く
つ
か
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
国
立
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（https://dl.ndl.go.jp/

）

で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、

パ
ソ
コ
ン
上
に
画
像
を
表
示

し
て
誰
で
も
読
む
こ
と
が
で

き
る
。
頭
山
満
の
書
へ
の
関

心
が
主
な
の
で
、
本
の
内
容

に
は
踏
み
込
ま
な
い
が
、
簡

単
に
注
記
を
加
え
た
場
合
も

あ
る
。

　

掛
軸
・
扁
額
で
は
由
緒
が

わ
か
ら
ず
、
書
の
制
作
年
代

も
不
明
の
こ
と
が
多
い
が
、

単
行
本
の
口
絵
の

場
合
は
刊
行
年
月

日
よ
り
は
前
に
書

か
れ
て
い
る
こ

と
、
そ
れ
も
多
く

は
近
接
し
た
時
期

で
あ
ろ
う
と
推
定

で
き
る
の
で
、
書

風
の
変
遷
を
た
ど
る
場
合
に

は
好
都
合
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
も
も
っ
と
多
く
の
事
例

を
集
め
る
必
要
が
あ
る
。
デ

ー
タ
は
編
著
者
名
・
書
名
・

出
版
社
・
同
住
所
・
刊
行
年

月
日
の
順
。

　

葛
生
能
久
著
『
日
韓
合
邦

秘
史
』（
黒
龍
会
出
版
部
、

東
京
市
麹
町
区
永
田
町
二
丁

目
八
十
六
番
地
、
昭
和
五
年

十
一
月
二
十
五
日
）
に
は
頭

山
満
の
題
字
・
序
が
あ
る
。

こ
れ
は
本
紙
一
一
九
号
（
平

成
二
十
六
年
［
二
〇
一
四
］

九
月
一
日
）
で
す
で
に
取
り

上
げ
て
い
る
。
以
下
、
時
代

順
に
。

　

①
「
集
焉
漸
其
化
」　

黒

龍
会
出
版
部
編
輯
『
亜
細
亜

大
観
』（
黒
龍
会
出
版
部
、

東
京
市
赤
坂
区
溜
池
町
十
一

番
地
、大
正
七
年
六
月
八
日
）

　

言
葉
の
典
拠
、
読
み
、
意

味
は
確
認
し
て
い
な
い
。
比

較
的
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
配

置
で
、
文
字
も
端
正
に
書
か

れ
て
い
る
印
象
。

　

②
「
善
用
」　

覆
面
浪
人

著
『
馬
賊
に
な
る
ま
で
』（
馬

賊
物
語
、
前
編
）（
後
楽
社
、

東
京
市
神
田
区
小
川
町
四
十

二
番
地
、
大
正
十
三
年
二
月

二
十
一
日
）　

書
の
下
に「
馬

賊
と
て
も
善
用
す
れ
ば
国
家

有
用
の
材
ジ
ャ
」
と
い
う
頭

山
満
の
言
葉
を
載
せ
て
い

る
。
こ
れ
も
丁
寧

に
、
か
つ
力
強
く

書
か
れ
て
い
る
。

題
字
頭
山
満
翁
の

ほ
か
序
文
末
永
節

先
生
・
藤
本
尚
則

氏
を
載
せ
る
。
本

書
は
発
禁
本
で
あ
る
。

　

③
「
心
霊
之
偉
力
」　

武

田
芳
淳
著
『
心
霊
之
偉
力
』

（
日
本
心
霊
大
学
出
版
部
、

東
京
西
巣
鴨
宮
仲
二
二
〇
六

番
地
、
大
正
十
五
年
一
月
廿

八
日
）　

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

に
よ
る
と
、
作
家
武
田
泰
淳

の
父
大
島
泰
信
（
浄
土
宗
僧

侶
）
の
師
が
武
田
芳
淳
で
、

泰
淳
は
そ
の
養
子
。
書
に
は

為
書
き
が
あ
る
。

　

④
「
日
本
魂
」　

原
寅
一

著『
土
屋
両
義
士
』（
土
屋
両

義
士
銅
像
建
設
委
員
会
、
山

形
県
鶴
岡
市
家
中
新
町
丁
二

番
地
、
昭
和
十
一
年
四
月
廿

五
日
）　

両
義
士
と
は
土
屋

丑
蔵
・
虎
松
。
丑
蔵
は
虎
松

に
と
っ
て
兄
万
次
郎
の
仇
。

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
九

月
二
十
二
日
、
鶴
ヶ
岡
城
下

で
虎
松
が
仇
討
ち
を
挑
み
、

共
に
負
傷
し
、
万
次
郎
の
墓

前
に
場
を
移
し
て
、
約
束
の

上
、
差
し
違
え
て
死
ん
だ
。

銅
像
建
設
趣
意
書
に
「
本
邦

武
士
道
の
精

華
に
し
て
、

全
国
復
讐
中

唯
一
の
美
談
」

と
す
る
。
丑

蔵
は
万
次
郎・

虎
松
兄
弟
の

上
の
兄
才
蔵

の
養
子
。

　

⑤
「
義
在

正
己
」　
『
日

本
橋
紳
士

録
』（
日
本

橋
紳
士
録
編

纂
所
、
東
京

市
日
本
橋
区

箱
崎
町
四
丁

目
一
番
地
、

昭
和
四
年
拾

月
参
日
）　

「
義
は
己
を
正
し
く
す
る
に

在
り
」と
読
む
の
だ
ろ
う
か
。

「
礼
記
」
射
義
編
に
「
射
な

る
者
は
仁
の
道
な
り
。諸（
こ
）

れ
を
己
れ
に
正
さ
ん
こ
と
を

求
む
。
己
れ
正
し
う
し
て
后

（
の
ち
）発
す
」と
言
う（
読
み

は
荻
生
徂
徠
『
論
語
徴
』
東

洋
文
庫
、一
二
五
頁
に
従
う
）。

こ
れ
は
弓
に
つ
い
て
語
っ
た

も
の
。
書
の
言
葉
は
、
義
の

実
践
も
己
を
正
し
く
す
る
こ

と
が
出
発
点
と
い
う
の
だ
ろ

う
。

玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介

石
瀧

　豊
美

第 78 回

同
時
代
か
ら
見
た
頭
山
満

㉒

①

②

③⑤

④
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